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板
倉
町
で
は
、
昭
和　

年
の
カ
ス

22

リ
ー
ン
台
風
以
降
、
幸
い
に
し
て
、

大
き
な
洪
水
災
害
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
急
増
す
る
集
中
豪

雨
、
突
風
、
竜
巻
な
ど
を
始
め
と
す

る
、
近
年
の
異
常
気
象
と
も
言
わ
れ

る
気
象
状
況
を
み
ま
す
と
「
人
の
命

を
脅
か
す
よ
う
な
洪
水
災
害
」
は
い

つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
だ
と
言
え
ま
す
。

　

も
し
、
板
倉
町
で
そ
の
よ
う
な
大

き
な
洪
水
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で

も
、
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
出
さ
な
け

れ
ば
、
必
ず
地
域
は
立
ち
上
が
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
命
を
守

る
地
域
防
災
力
の
向
上
の
取
り
組
み

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
、
３
つ
の
基
本
の

考
え
方
を
表
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
。「
自
助
・
公
助
・
共
助
」で

防災について考える
 
 ～犠牲者ゼロを目指して、地域防災力向上に向けた取り組み～

防
災
、
基
本
の
考
え
方

災
害
を
め
ぐ
る
状
況

　　
   

東
日
本
大
震
災
で
は
、
２
万
人
近
い
か
た
が
犠
牲
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
防
災
の

　
　

「
想
定
を
超
え
る
災
害
」
が
発
生
し
う
る
と
い
う
こ
と
を 
如
実 
に
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

に
ょ
じ
つ

　
　

近
年
、
台
風
の
巨
大
化
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
記
録
的
な
大
雨
が
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
　

防
災
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平常時の様子

利根川

台風15号による洪水の様子（平成23年９月22日撮影）

渡良瀬川

古河市

ＪＲ宇都宮線

国道４号線

加須市

提供：国土交通省利根川上流河川事務所

広報いたくら　Ｈ24．11．１(3)

す
。
防
災
の
基
本
の
考
え
方
と
な
る

こ
れ
ら
の
言
葉
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
自
助

「
自
分
の
安
全（
命
）は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
の
が
防
災
対
策
の
一
番
の
基

本
で
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
個
人
個
人
で
、
災

害
に
遭
う
と
き
の
状
況
（
時
間
帯
や

場
所
な
ど
）
を
想
定
し
、
普
段
か
ら

災
害
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、

災
害
を
正
し
く
理
解
し
、
何
を
備
え

て
お
け
ば
良
い
か
を
心
が
け
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
災
害
か
ら
あ
な

た
と
家
族
の
身
を
守
れ
る
の
は
あ
な

た
自
身
で
す
。

▼
共
助

「
我
が
ま
ち
は
我
が
手
で
守
る
」こ
れ

が
地
域
を
守
る
最
も
効
果
的
な
方
法

で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大

き
な
災
害
で
は
、
警
察
や
消
防
な
ど

公
的
な
支
援
は
人
的
に
も
限
界
が
あ

り
、
助
け
が
到
着
す
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
頼
り
に
な
る
の
が
顔
見
知
り
の
近

所
の
皆
さ
ん
で
す
。
被
災
直
後
は
近

所
の
か
た
と
協
力
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

▼
公
助

警
察
、
消
防
、
行
政
（
国
県
町
）
な

ど
が
災
害
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
を

公
助
と
い
い
ま
す
。
災
害
が
大
き
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
公
的
な
支
援
に
は

時
間
を
要
し
ま
す
。
自
助
と
共
助
に

よ
り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
公
助
を

待
つ
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■特集　防災

避難人数行政区

69名第１行政区

105名第２行政区

62名第３行政区

40名第４行政区

19名第５行政区

120名第６行政区

33名第７行政区

68名第８行政区

49名第９行政区

62名第10行政区

56名第11行政区

75名第12行政区

111名第13行政区

119名第14行政区

120名第15行政区

80名第16行政区

避難人数行政区

70名第17行政区

109名第18行政区

60名第19行政区

85名第20行政区

76名第21行政区

79名第22行政区

82名第23行政区

200名第24行政区

85名第25行政区

104名第26行政区

70名第27行政区

35名第28行政区

48名第29行政区

199名第30行政区

255名第31行政区

163名第32行政区

2, 908名合 計

洪水時避難場所一覧

北小学校北部公民館

南小学校ＪＡ邑楽館林板倉北支所

西小学校ＪＡ邑楽館林板倉西支所

板倉高等学校アピタ館林店

板倉中学校中央公民館

東小学校道の駅きたかわべ

東洋大学板倉キャンパス

ミニ防災ステーションの整備

利根川や谷田川の堤防に併設して、高台(ミニ防災ステーション)
を整備できるよう国や県に要望活動を行っています。　　　

６月24日実施 避難訓練の行政区別参加人数

避難訓練
　町では昨年度から年１回、全

町民に参加を呼びかけて避難訓

練を実施しています。今年は６

月24日に実施して、約３，０００

名の町民のかたに参加していた

だきました。洪水が発生した場

合、どこに、どのような方法で避

難することができるかなどの訓

練を積み重ねることが重要であ

ると考えています。 避難訓練で東洋大学板倉キャンパスへ
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備蓄品（非常持出品）チェックリスト

災害時の情報伝達経路

▼

　大災害が発生した場合、道路や水道施設が損壊して使用できなくなることが予想されます。その場合、行
政による救助活動（公助）もすぐには行われません。備蓄品は町でも用意していますが、各家庭において
も、最低３日分の食料、飲料水の備蓄に努めてください。食料は３日分の非常食(調理不要なカンパン、缶
詰など)、飲料水も３日分（１人１日３リットル）を備蓄するようにしてください。

貴重品非常食

生活用品救急セットその他

衣類

●毛布

●育児用品

●予備電池

●防災ずきん

●スニーカー

●ラジオ

●ヘルメット

●ライター

●ビニール袋

●ひも

●ナイフ

●懐中電灯

●洗面用具

●ローソク

●タオル

●消毒液

●はさみ

●胃腸薬

●ばんそうこう

●包帯

●鎮痛剤

●キズ薬

●シップ薬

●飲料水

●インスタント食品

●缶詰

●カンパン

●手袋

●保険証●くつした

●印鑑●ジャンバー

●通帳●セーター

●現金

町では、さまざまな方法を使い災害情報を町民のかたへ伝達します。
台風の接近時など、町からの情報には細心の注意を払いましょう。

避難勧告・指示等

町災害対策本部

気象予報

テレビ・ラジオ

警察署

駐在所

自主防災組織

（行政区）

消防本部

消防団

消防署

広報車 町ホームページ

町テレホンサービス

安全安心メール

エリアメール

教育委員会 福祉担当

町民の皆さん 学校等 福祉施設

利根川上流河川事務所

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

←→
ホットライン

▼

緊急速報メール

(5) 広報いたくら　Ｈ24．11．１

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
に　

　

災
害
時
は
何
よ
り
も
先
に
避
難
す

る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

①
な
る
べ
く
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避

難
を
開
始
す
る

②
安
全
な
高
台
な
ど
に
避
難
す
る

③
避
難
困
難
者
の
避
難
を
支
援
す
る

④
近
所
の
皆
さ
ん
同
士
で
声
を
か
け

あ
い
全
住
民
に
情
報
を
伝
え
る

⑤
車
に
よ
る
避
難
の
危
険
性
を
十
分

に
認
識
す
る

情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
う

　

町
で
は
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
（
行
政
区
）

の
連
絡
網
に
よ
る
伝
達
、
広
報
車
に

よ
る
巡
回
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
配

信
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
携
帯
電

話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報

メ
ー
ル
（
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

災
害
時
に
は
、
情
報

を
収
集
す
る
た
め
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
を
つ
け
た
り
、
屋
外
の
状
況
を
見

た
り
、
ご
近
所
の
か
た
と
情
報
交
換

す
る
な
ど
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
安
心
メ
ー
ル
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。
登

録
し
て
い
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係　
　

�
内
線
１
２
２

水防学校
　板倉町の子どもたちが、自分

の住んでいる地域の特性や、気

象の仕組みを学んだり、豪雨を

体験したりすることで、防災へ

の関心を高めるものと思います。

このようなことから、小学４年

生を対象に水防学校を実施して

います。

　国土交通省による河川の説明

や降雨体験車による豪雨体験を

とおして、子供たち、また、その

家族が防災について考える契機

となればと考えています。

町
民
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と

防災講習会
　町では、行政区ごとに「自主防

災組織」を編成し、避難訓練や防

災講習会などを行っています。

 　昨年度、町では町民のかたが

たに防災について考えていただ

くことを目的に、『板倉町洪水防

災ＤＶＤ』を作成し、行政区ごと

に講習会を実施しました。この

ＤＶＤの内容は、巨大台風や豪

雨災害などの気象の傾向や犠牲

者をなくす取り組みについて分

かりやすく説明したものです。

　もし、河川の堤防が決壊した

場合の洪水のシミュレーション

も分かるようになっています。

各行政区に１セットありますの

で、各種の集会などでぜひご活

用ください。

　近年、全国的に発生

している自然災害にお

ける犠牲者の多くが、

高齢者や身体に障害の

あるかたなどの自力で

は避難することが困難

な要援護者となってい

ます。

　災害時に要援護者を

『だれが』支援し、『ど

こに』避難していただ

くかをあらかじめ地域

で定めておくことが必

要です。

　町では、「板倉町災

害時要援護者避難支援

プラン」を策定しまし

た。行政区の役員や民

生委員などにご協力い

ただき、町民の皆さん

が、安心して暮らせる

地域づくりを目指して

います。

水防学校で雲ができる仕組みを学ぶ

降雨体験車による豪雨体験

　 災害時要援護者
  避難支援プラン計画

31区で行った防災講習会

■特集　防災
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南側鳥瞰図

　

板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会

主
催
に
よ
る
町
内
小
学
生
対
象
の

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
、
多
く
の
作
品
の
中

か
ら　

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

14

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
美
し
い

日
本
の
豊
か
な
文
化
を
将
来
に
継

承
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
な
生
活

を
享
受
す
る
た
め
米
消
費
拡
大
を

テ
ー
マ
と
し
、
次
世
代
を
担
う
町

内
の
児
童
に
改
め
て
ご
は
ん
に
つ

い
て
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

○
協
議
会
長
賞
（
金
賞
）

東
小
６
年　
 

藤  
井 　

さ
ら　

さ
ん

ふ
じ 
い

西
小
６
年    
荻  
野 　

お
ぎ 
の

 
朝  
香 　

さ
ん

と
も 
か

○
教
育
長
賞
（
銀
賞
）

東
小
４
年　
 

細  
井 　

ほ
そ 
い

 
真  
里  
奈 
さ
ん

ま 

り 

な

南
小
１
年　
 

川  
田 　

か
わ 
だ

 
歩  
輝 　

く
ん

あ
ゆ 
き

西
小
６
年　
 

石  
川 　

い
し 
か
わ

 
歩  
実 　

さ
ん

あ
ゆ 
み

北
小
５
年　
 

針  
谷 　

は
り 
が
い

 
美  
月 　

さ
ん

み 
づ
き

○
佳
作
（
銅
賞
）

東
小
１
年    
小  
池 　

こ 
い
け

 
紗  
矢  
香 
さ
ん

さ 

や 

か

東
小
３
年　
 

永  
野 　

な
が 
の

 
翔  
大 　

く
ん

し
ょ
う 
た

南
小
４
年　
 

小  
川 　

お 
が
わ

 
莉  
奈 　

さ
ん

り 

な

南
小
５
年　
 

原 　
　

は
ら

 
未  
桜 　

さ
ん

み 

お

西
小
３
年　
 

横  
山 　

よ
こ 
や
ま

 
優  
生 　

く
ん

ゆ
う 
き

西
小
３
年　
 

武  
藤 　

さ
く
ら
さ
ん

む 
と
う

北
小
３
年　
 

長  
瀬 　

な
が 
せ

 
百  
 々 

葉 
さ
ん

も 

も 

は

北
小
６
年　
 

青  
木 　

あ
お 
き

 
乃  
愛 　

さ
ん

の 

あ

問
合
せ　

農
政
係

�
内
線
４
１
２

米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

受
賞
お
め
で
と
う

東小６年
藤井さらさん

西小６年
荻野朝香さん

農
業
振
興

■
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　
　

月
９
日　

12

(日)

午
前
９
時　

分
30

場
所　

南
部
公
民
館

参
加
資
格　
　

〜　

歳
代
の
独
身

20

40

男
性
お
よ
び
独
身
女
性

※
男
性
は
「
婚
活
必
勝
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
で
き
る
か
た
。

募
集
人
員　

男
女
各　

名
程
度

25

※
応
募
多
数
の
場
合
書
類
選
考
。

参
加
費　

男
性
５，
０
０
０
円　

女
性
２，
０
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
。
男
性
は
下
記
の
「
婚
活
必
勝

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
費
も
含
む
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
行
政
安
全
係
に
持
参
。
申
込
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
　

月　

日　

11

16

(金)

■
婚
活
必
勝
セ
ミ
ナ
ー　

日
時　
　

月
２
日　
　

12

(日)

午
後
１
時　

分
30

場
所　

南
部
公
民
館

講
師　
 

大  
橋 

お
お 
は
し 

清  
朗 
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

き
よ 
は
る

法
人
花
婿
学
校
代
表
）

内
容　

婚
活
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
、
お
見
合
い

パ
ー
テ
ィ
ー
対
策

※
男
性
の
み
の
募
集
と
な
り
ま

す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
の
み
参
加
希
望

の
か
た
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
費
が
別
途
発
生
し
ま
す
。

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
手
伝

い
で
き
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

婚
活

広報いたくら　Ｈ24．11．１(7)

　
�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
助
成

す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
、
第　

行
政
区
で

29

は
、「 
神
輿 
」
や
「

み

こ

し

 
袢
纏 
」
な
ど
の

は
ん
て
ん

祭
り
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
は
、

地
域
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

ダイヤモンド婚式・金婚式
合同祝賀会を開催します

　

介
護
慰
労
金
は
、
本
年　

月
１

10

日
を
基
準
日
と
し
て
、
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
１
年
以
上
継
続
し
て
介
護

し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

（
①
〜
③
ま
で
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

① 
町
内
在
住
で　

歳
以
上

65

② 
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま

た
は
５
の
状
態
が
１
年
以
上
継
続

③ 
介
護
保
険
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
入
院
等
に
よ
り
在
宅
を
離
れ

た
期
間
が
１
０
０
日
以
内

支
給
額　

８
万
円

（
非
課
税
世
帯
か
つ
③
の
要
件
で

在
宅
を
離
れ
た
期
間
が
1
週
間
未

満
の
場
合
は　

万
円
）

10

申
請
期
限　
　

月　

日　

11

16

(金)

申
請
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

申
請
し
ま
し
ょ
う

介
護
慰
労
金

日時　12月１日(土)

　　　午前10時～正午

場所　総合福祉センター

　　　大集会室

問合せ　福祉係　

�内線３１４

　

９
月　

日　

、�
コ
メ
リ
と
の

28

(金)

店
舗
建
設
に
関
す
る
調
印
式
が
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
農
業
用
資
材
や
植
物
・

園
芸
用
品
な
ど
を
取
り
扱
い
、
全

国
展
開
し
て
い
る
企
業
で
す
。
出

店
場
所
は
季
楽
里
西
側
で
、
平
成

　

年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

25て
い
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
政
策
係

�
　

－

４
０
４
０

70

㈱
コ
メ
リ
出
店
が
決
定

▼
障
害
者
控
除
認
定
書

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か

た
で
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
じ

る
と
認
定
を
さ
れ
た
場
合
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
介
護
保
険
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
で
、
要
件
に
該
当
す

る
か
た

○
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
及
び

重
度
を
持
っ
て
い
な
い
か
た

▼
医
療
費
控
除
確
認
書

　

寝
た
き
り
状
態
で
、
治
療
上
お

む
つ
が
必
要
な
か
た
は
お
む
つ
代

が
医
療
費
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

○
前
年
度
の
申
告
で
お
む
つ
代
の

医
療
費
控
除
を
受
け
た
か
た

持
参
す
る
も
の　

介
護
保
険
被
保

険
者
証
及
び
印
鑑

申
請
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
４

税
控
除
に
な
る
証
明
書
を
発
行

税
控
除

商
業
施
設
誘
致
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今月も町の話題が盛りだくさん！

　６月11日(月)、板中旬に収穫され、マラソ

ン大会でふるまわれるそうです。

　９月30日(日)、健康の郷「 季  楽  里 」がリニュー
き ら り

アルオープンしました。これを記念して、季

楽里敷地内でイベントが行われました。模

擬店やケータリングカーによる販売、板倉名

物のなまずをあしらったご当地パンの販売

などを訪れたおよそ１，５００人のかたが楽

しみました。これにあわせて、「そば処季楽

里」も「食事処季楽里」として新装開店し、

メニューも追加されました。

　　実りの秋でおおにぎわい

　 スポーツの秋 
　10月８日(祝)、雨天のため一日順延の日程

で、第48回町民体育祭が板倉中学校校庭で開

催されました。

　各行政区と34団体、延べ約２，８００人が

参加しての体育祭。区民対抗競技では、リ

レーや百足競争、二人三脚に親子障害物競争

などが行われ、出場代表選手が練習の成果を

発揮しました。Ａブロックは第31行政区、Ｂ

ブロックは第18行政区が激戦を制し優勝し

ました。

　また、日程が順延でなければデモンスト

レーションで参加予定だった東洋大学女子

駅伝部からは、 永  井  聡 監督が訪れました。
なが い さとし

「一日延期になって授業のため学生が来るこ

とができませんでしたが、板倉町のみなさん

の応援を心強く感じています。引き続き応

援をよろしくお願いします」と話しました。

ＢブロックＡブロック順　位

第18区第31区優　勝

第２区第30区準優勝

第13区第27区第３位

広報いたくら　Ｈ24．11．１(9)
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　　あこがれの職場体験
　10月18日（木）、19日（金）、町内や館林市の事

業所などで、板中２年生が職場体験学習をし

ました。建築設計事務所「st udi oＬＯＯＰ」

では、自分の趣味を取り入れた家の設計とそ

の設計に基づく家の模型製作をしました。

 鳥  羽  潤 くん(籾谷)は「発泡スチロールから窓
と ば じゅん

を切り抜くのが難しい」と話しました。

　　冷汁うどんで連覇

　10月14日（日）、「第２回麺- １グランプリ

i n館林」が開催され、板倉町からは�原田

製麺が「板倉きゅうりの冷汁うどん」で出

店し、グランプリに輝きました。渡良瀬遊

水地がラムサール条約湿地に登録されたこ

とにちなみ、ハート型のきゅうりを入れるな

ど工夫を凝らし、見事２連覇を達成しました。

　10月14日（日）、東洋大学板倉キャンパスで

行われた「Ａｕｔｕｍｎフェス」。フェスで

は、一列になって隣同士の手首を握り１分以

上キープした人数の多さを競う「クラスピン

グリスト・チェーン」で、ギネス世界記録へ

挑戦。１, ０２６名のつながりが認定され、

見事ギネス世界記録を達成しました。

　　ギネス世界記録に挑戦！

　10月16日（火）、水場の風景を守る会の指導

で、南小３年生を対象に揚舟講座が行われま

した。講座では、板倉町と揚舟の関係につい

ての歴史を学び、続いて滑車とロープを利用

し、揚舟の上げ下ろしを体験学習しました。

　その後谷田川で揚舟に乗り、実際に 棹 を手
さお

にとって船頭の体験学習もしました。

　　先人の知恵を学ぶ
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私
は
以
前
板
倉
町
に
住
ん
で
い

た
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

み
よ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
も
し

私
が
板
倉
町
に
2
万
円
を
ふ
る
さ

と
納
税
し
た
と
す
る
と
、
な
に
か

特
典
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

　　

板
倉
町
外
に
お
住
ま
い
の
か
た

が
、
板
倉
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
と

い
う
形
で
、
寄
附
を
さ
れ
た
場

合
、
町
独
自
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。
１
回
に
つ
き
２
万
円
以
上
の

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
を

対
象
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
記
念

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

①
板
倉
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
３
㎏

②
板
倉
町
農
産
物
直
売
所
健
康
の

郷
「
季
楽
里
」
商
品
券
２
千
円
分 

町
か
ら
記
念
品
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
を

し
た
い
の
で
す
が
？

幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸せせせせせせせせせせせ・・・・・・・・・・・笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔をををををををををを作作作作作作作作作作りりりりりりりりりりたたたたたたたたたた笑顔を作りたいいいいいいいいいいい

つつつつつつつつつつななななななななななががががががががががりりりりりりりりりりををををををををををつつつつつつつつつつむむむむむむむむむむぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐカカカカカカカカカカフフフフフフフフフフつながりをつむぐカフェェェェェェェェェェェ

人
と
人
を
つ
な
ぐ
カ
フ
ェ

　

今
年
５
月
、
東
京
都
亀
戸
に

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
『　

＋
88

（
は
ち
は
ち
プ
ラ
ス
）』。
こ
の
カ

フ
ェ
で
店
長
・
料
理
長
、
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
の

が
小
早
川
さ
ん（　

歳
）で
す
。

23

『　

＋
』は
、
ま
る
で
友
達
の
家

88
に
遊
び
に
き
た
よ
う
な
暖
か
く
開

放
的
な
２
つ
の
空
間
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
１
つ
は
親
し
み
を
持

て
る
お
も
て
な
し
で
独
創
的
な
食

の
空
間
。
も
う
１
つ
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
交
流
を
行
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
は

業
界
新
聞
、
経
営
者
、
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
多
方
面
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
多
く
の
人
の
交
流
や

学
び
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小早川 亮さん

　

こ
ば
や
か
わ
・
り
ょ
う　

朝
日
野
出
身
／
東

京
都
亀
戸
に
あ
る
カ
フ
ェ
『　

＋
』
の
店
長
兼

88

料
理
長
。
ほ
か
２
店
舗
の
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
務
め
て
い
ま
す
。
趣
味
は
合
気
道
。『　

＋
』

88

の
２
階
に
あ
る
道
場
で 
稽 
古
し
て
い
ま
す
。

け

い
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※
毎
年
１
月
〜　

月
の
間
に
１
回

12

限
り
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
記
念
品
以
外

に
、
寄
付
金
の
２
千
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
の

概
ね
１
割
を
限
度
と
し
て
、
確
定

申
告
に
よ
り
、
現
年
分
の
所
得
税

と
翌
年
分
の
住
民
税
か
ら
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
仮
に
２
万
円
を
ふ
る

さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
を
さ
れ
た

場
合
、
現
年
分
の
所
得
税
が
１，

８
０
０
円
減
税
さ
れ
ま
す
。
加
え

て
、
１
６，
２
０
０
円
が
翌
年
度

分
の
住
民
税
か
ら
減
税
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
合
計
で
１
８，

０
０
０
円
が
減
税
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
減
税
対
象
外
の
２，
０

０
０
円
部
分
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
の
記
念
品
が
あ
り
ま
す
の
で
、

結
果
と
し
て
、
実
質
的
な
負
担
な

し
に
板
倉
町
に
住
民
税
の
一
部
を

移
し
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
「
板
倉
町
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
申
込
書
」
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え

財
政
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合
は

郵
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

財
政
係

�
内
線
１
３
３

人
と
の
出
逢
い
は
宝
物

　

東
京
で
生
ま
れ
、
小
学
５
年
生

の
時
に
板
倉
へ
引
越
し
て
き
た
小

早
川
さ
ん
。
高
校
２
年
生
か
ら
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
単
身
留
学

し
、
帰
国
後
、
日
本
の
大
学
で
経

営
を
学
び
ま
し
た
。

　

学
生
団
体
の
活
動
や
多
業
種
で

の
仕
事
を
通
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

経
営
者
な
ど
各
方
面
の
有
識
者
と

の
出
逢
い
が
、
カ
フ
ェ
の
開
業
に

つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
出
逢
い
か
ら
得
た
経
験
を
提
供

で
き
る
場
所
、
若
い
人
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
自
分
た
ち
の
居
場
所

を
造
り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
開

業
を
決
断
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
の

協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
決
断
か
ら

１
か
月
後
に
は
お
店
を
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「『
お
金
持
ち
』で
は
な
く『
人
持

ち
』に
な
り
た
い
」
と
い
う
小
早

川
さ
ん
の
「
丁
寧
に
人
と
接
す
る

生
き
方
」
が
短
期
間
で
オ
ー
プ
ン

に
至
っ
た
秘 
訣 
の
よ
う
で
す
。

け
つ

成
功
者
で
は
な
く
成
長
者
に

　

６
月
と
８
月
に
も
相
次
い
で
２

店
舗
出
店
し
た
小
早
川
さ
ん
。
来

年
は
、
海
外
に
も
目
を
向
け
、
同

時
に
ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
事
の

企
画
も
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
店
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
大
変
。

自
分
の
軸
は
ぶ
ら
さ
ず
、
世
の
中

の
変
化
に
順
応
し
て
い
く
事
を
意

識
し
、
責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

板
倉
の
大
自
然
の
中
で
育
ち
、

新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
て
育
っ
た
事

な
ど
も
、
今
の
自
分
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
い
つ
か
、
自
分
が
得
た
も
の
や

学
ん
だ
事
を
、
板
倉
に
密
着
し
て

活
動
し
て
い
る
人
と
交
流
を
持
ち

な
が
ら
、
板
倉
に
還
元
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
今
は
も
っ

と
勉
強
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の

交
流
か
ら
新
し
い
も
の
を
吸
収
し

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
小

早
川
さ
ん
の
更
な
る
飛
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

食
環
境
科
学
科

 
佐  
 々 

木   
和  
生  
教
授

さ 

さ 

き 

か
ず 
お

■主な研究テーマ
・遺伝子組換え食品の検知、安全性の研究 食

品
の
安
全
性
と
お
い
し
さ
を
遺
伝
子
診
断

食の安全を守る
　大学院を離れた後、国立衛生試験所、青森大
学薬学部などを経て、平成19年から東洋大学で
教壇に立つ佐々木教授。主に、遺伝子組換え食
品の安全性について研究しています。
　遺伝子組換え食品とは、微生物などが持って
いる遺伝子を加えることによって品種改良を
行った食品です。佐々木教授は、日本に初めて
遺伝子組換え食品が輸入されたころから、輸入
されたものが遺伝子組換え食品かどうか（検
知）、また、遺伝子組換え食品が安全かどうか
を調べる技術の開発に携わってきました。「食
品の安全性は、何をもって安全というかの判断
が非常に難しかった」と話します。
　現在日本では大豆をはじめ、とうもろこし・
菜種など数種類の遺伝子組換え作物が輸入され
ており、色々な用途で使われているそうです。

「遺伝子組換え」を伝える
　佐々木教授は、一人でも多くの人に遺伝子組
換え食品について理解を深めてもらうため、依
頼があれば高校などで遺伝子組換え食品を検知
する実験を行っています。

「研究はトライ＆エラーの繰り返し。できな
かったことができるようになるとうれしい。10
年前は大変だったことが、簡単にできるように
なったりするとやりがいを感じます」と語る
佐々木教授。休日は、お子さんと遊んで過ごす
という 子  煩  悩 な一面ものぞかせてくれました。

こ ぼん のう

佐々木教授の更なるご活躍を期待しています。
■レポーター　広報編集委員　 石  山 

い し  や ま

　 恵  司 
け い  じ

■レポーター

広報編集委員

 高  木 　
た か  ぎ

 朝  子 
あ さ  こ



( 12)

◆
申
込
先
・
受
付

　

月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

11

(木)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

中
央
公
民
館

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

期
日　
　

月
２
日　

・
９
日　

12

(日)

(日)

　
　
　

（
全
２
回
）

時
間　

午
前
９
時

内
容　

そ
ば
打
ち
及
び
本
が
え
し

と
そ
ば
つ
ゆ
作
り

対
象　

一
般
成
人
６
名

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

※
１，
０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

18

(日)

◆
県
民
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
入

門
講
座

期
日　
　

月
６
日　

12

(木)

時
間　

午
前
の
部　

午
前
９
時　

分
30

　
　
　

午
後
の
部　

午
後
２
時

※
午
前
の
部
及
び
午
後
の
部
と
も

に
内
容
は
同
じ
で
す
。

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
操
作

対
象　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
タ

ブ
レ
ッ
ト
初
心
者　

各
部　

名
20

参
加
費　

無
料

持
参
品　

筆
記
用
具

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

18

(日)

　

東
部
公
民
館

◆
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室

期
日　
　

月　

日　

11

25

(日)

時
間　

午
前
７
時
集
合
出
発

　
　
　

（
雨
天
決
行
）

研
修
先　

塩
原
渓
谷
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）

内
容　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
３

時
間
程
度
歩
く

対
象　

一
般
成
人　

名
28

乗
り
物　

町
有
バ
ス

参
加
費　

１，
０
０
０
円
（
ガ
ソ
リ

ン
代
、
高
速
代
な
ど
）

持
参
品　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨

具
・
手
袋

服
装　

動
き
や
す
い
服
装
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

期
日　
　

月　

日　

・　

日　

11

28

(水)

29

(木)

　
　
　

（
全
２
回
）

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

初
歩
の
年
賀
状
づ
く
り

対
象　

一
般
成
人　

名
10

教
材
費　

テ
キ
ス
ト
代
負
担

持
参
品　

デ
ジ
カ
メ
と
パ
ソ
コ
ン

接
続
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル

◆
木
工
教
室

期
日　
　

月
６
日　

・
７
日　

12

(木)

(金)

　
　
　

（
全
２
回
）

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

木
工
で
来
年
の 
干  
支 （
巳
）

え 

と

づ
く
り

対
象　

一
般
成
人　

名
10

教
材
費　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン

　

南
部
公
民
館

◆
そ
ば
打
ち
教
室

期
日　
　

月
６
日　

・　

日　

・

12

(木)

13

(木)

　

日　
 

20

(木)

時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

手
打
ち
そ
ば
の
習
得
と
い

ろ
い
ろ
な
食
べ
方
を
楽
し
む

対
象　

一
般
成
人　

名
12

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

◆
開
運
ボ
ン
ボ
リ
づ
く
り
教
室

期
日　
　

月　

日　

12

12

(水)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

お
正
月
（
ひ
な
祭
り
）
向

け
布
の
飾
り

対
象　

一
般
成
人　

名
15

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

裁
縫
道
具

◆
ピ
ザ
教
室

期
日　
　

月　

日　

12

16

(日)

時
間　

午
前　

時
10

内
容　

石
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん

◆町民体育祭

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

各施設お問合せ先

　

子
ど
も
た
ち
の
授
業
や
活
動

の
様
子
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
公
開
し
ま
す
。
お
気
軽
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
東
小
学
校

　
　

月
１
日　
　

午
前
８
時　

分

12

(土)

30

○
西
小
学
校

　
　

月　

日　
　

午
前
８
時　

分

11

10

(土)

50

○
南
小
学
校

　

平
成　

年
１
月　

日　

25

24

(木)

　

午
前
９
時　

分
50

○
北
小
学
校

　
　

月　

日　
　

午
前
８
時　

分

11

17

(土)

30

○
板
倉
中
学
校

　
　

月
４
日　
　

午
後
１
時　

分

12

(火)

20

問
合
せ　

総
務
学
校
係

�
内
線
６
１
２

小
中
学
校

　
　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

広報いたくら　Ｈ24．11．１(13)

　

北
部
公
民
館

◆
そ
ば
打
ち
教
室

期
日　
　

月　

日　

・　

月　

日　

11

30

(金)

12

14

(金)

　
　
　

（
全
２
回
）

時
間　

午
前
９
時

内
容　

そ
ば
打
ち
の
実
技
・
つ
ゆ

の
作
り
方

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
持
ち
帰
り
用
容
器

◆
切
り
絵
教
室

期
日　
　

月
１
日　

・
８
日　

12

(土)

(土)

　
　
　

（
全
２
回
）

時
間　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

干
支
（
巳
）

対
象　

一
般
成
人　

名
10

費
用　

材
料
費
３
５
０
円

持
参
品　

カ
ッ
タ
ー
・
下
敷
き

※
持
っ
て
い
る
か
た
は
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
吊
し
飾
り
教
室

期
日　
　

月
７
日　

・　

日　

・

12

(金)

21

(金)

平
成　

年
１
月　

日　

・
２
月
１

25

18

(金)

日　
　

（
全
４
回
）

(金)
時
間　

午
前
９
時　

分
30

内
容　
 

吊 
し
飾
り

つ
る

対
象　

一
般
成
人
８
名

費
用　

３，
０
０
０
円

持
参
品　

裁
縫
道
具

　

各
公
民
館

◆
町
内
小
中
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展

期
間　
　

月
１
日

11

　

〜　

日　

(木)

30

(金)

場
所　

中
央
公
民

館
２
階
ロ
ビ
ー

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　
　

月　

日　

11

10

(土)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
図
書
室

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

期
日　
　

月　

日　

11

10

(土)

時
間　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
・
工
作
・

遊
び

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

◆
子
ど
も
映
画
上
映
会

期
日　
　

月　

日　

11

25

(日)

時
間　

午
前
の
部　

午
前　

時
10

　
　
　

午
後
の
部　

午
後
２
時

上
映
映
画　

ひ
つ
じ
の
シ
ョ
ー
ン

上
映
時
間　
　

分
70

場
所　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

料
金　

無
料

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
写
真
展
「
彩
々
」

期
間　
　

月
７
日　

〜　

日　

11

(水)

18

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

出
展　

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ

入
館
料　

無
料

◆
コ
ン
サ
ー
ト 

「
哀
愁　

i
n　

t
h
e　

１
９

７
０
’s

」

　

懐
か
し
き
時
代
の
Ｇ
Ｓ
サ
ウ
ン

ズ
と
日
本
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日　

11

24

(土)

時
間　

午
後
５
時　

分
開
場

30

　
　
　

午
後
６
時
開
演

出
演　

ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
ズ

入
場
料　

１，
０
０
０
円

◆
絵
手
紙
仲
間
展 

　
「
絵
と
言
葉
で
心
の
ふ
れ
あ
い
」

期
間　
　

月　

日　

〜　

月
７
日　

11

29

(木)

12

(金)

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

出
展　
 

高  
木  
信  
子 
と
水
仙
絵
手
紙

た
か 
ぎ 
の
ぶ 
こ

教
室
の
仲
間

入
館
料　

無
料

◆
親
子
野
鳥
観
察
教
室

期
日　
　

月
１
日　

12

(土)

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
（
わ
た

ら
せ
自
然
館
に
午
前
８
時　

分
集
合
）

50

内
容　

自
転
車
に
乗
り
、
渡
良
瀬

遊
水
地
の
野
鳥
を
観
察

募
集
人
員　

親
子　

名
20

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　
　

月
11

　

日　
29

(木)

※
自
転
車
及
び
双

眼
鏡
は
、
無
料
貸

し
出
し
し
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
を
対
象
に
読
書

感
想
文
及
び
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部

門
の
優
秀
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
読
書
感
想
文
最
優
秀
者

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

北
小
２
年　
 

尾  
崎  
太  
晟 
く
ん

お 
ざ
き 
た
い 
せ
い

・
小
学
校
中
学
年
の
部

　

東
小
４
年　
 

野  
田 
ひ
か
り
さ
ん

の 

だ

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

東
小
５
年　
 

大  
沼  
万  
優  
子 
さ
ん

お
お 
ぬ
ま 
ま 

ゆ 

こ

・
中
学
校
の
部

　

板
中
２
年　
 

寺  
崎 
す
み
れ
さ
ん

て
ら 
ざ
き

▼
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
者

・
生
活
画
部
門

　

南
小
２
年　
 

小  
林  
加  
幸 
さ
ん

こ 
ば
や
し 
か 
ゆ
き

・
読
書
感
想
画
部
門

　

西
小
３
年　
 

狐  
塚   
慎 
く
ん

き
つ
ね 
づ
か 

し
ん

・
風
景
画
部
門

　

南
小
４
年　
 

高  
瀬  
彩  
音 
さ
ん

た
か 
せ 
あ
や 
ね

・
中
学
生
絵
画
部
門

　

板
中
３
年　
 

田  
沼  
瑞  
季 
さ
ん

た 
ぬ
ま 
み
ず 
き

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

受
賞
お
め
で
と
う
！

　

各
種
コ
ン
ク
ー
ル

南部公民館利用団体発表会

東部公民館利用団体発表会

日時　11月11日(日)　午前９時30分

展示部門　公民館教室作品、南小児童作品など

発表部門　南小児童合奏、歌、演奏、ダンスなど

模擬店部門　赤飯、手打ちそば、揚げパンなど

※配布品は数に限りがありますので、無くなり次

第終了します。

日時　11月18日(日)　午前９時30分

展示部門　ステンド、陶芸、東小児童絵画など

発表部門　東小児童合奏・合唱、ハープ演奏、フ

ラダンス、フォークダンス、よさこい、コーラスなど

模擬店部門　焼きそば、ジャガバター、ワッフルなど

体験コーナー　囲碁対局、読み聞かせ、工作など

※南部・東部公民館共に、前日の午後及び当日

は、図書・ビデオの貸出、返却業務は行いません。
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お
知
ら
せ

　

保
護
者
の
疾
病
、
介
護
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
、

ま
た
は
保
護
者
の
育
児
な
ど
に
伴

う
心
理
的
、
肉
体
的
負
担
を
軽
減

す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
一
時
的

に
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
乳
幼
児

を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

対
象　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
な
い
板
倉
町
在
住
の
乳
幼
児

※
定
員
な
ど
に
よ
り
、
お
預
か
り

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支

援
を
必
要
と
す
る
か
た
た
ち
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
町
民
の
皆
様
か
ら
集

め
ら
れ
る
募
金
に
よ
り
、
義
援

金
・
日
用
品
な
ど
を
配
分
し
て
み

ん
な
で
支
え
合
う
温
か
い
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間  　

月
１
日　

〜　

日　

12

(土)

31

(月)

出
場
所
ま
た
は
民
生
委
員
の
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間   　

月
１
日　

〜　

日　

11

(木)

21

(水)

（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ　

○
福
祉
係

�
内
線
３
１
１

○
板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
　

－

３
９
０
０

82

　

巨
大
な
ボ
ー
ル
で
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ッ
チ

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
が
体
験
で

き
ま
す
。

日
程　
　

月　

日　

・　

日　

・

11

19

(月)

26

(月)

　

月
４
日　

の
全
３
回

12

(火)

時
間　

午
前　

時
〜　

時

10

11

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

14

(水)

申
込
み
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－
３
７
５
７

82

実
施
主
体　

共
同
募
金
会
板
倉
支

部
・
板
倉
町
・
板
倉
町
社
会
福
祉

協
議
会

配
分
対
象
者（
次
の
①
及
び
②
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
世
帯
）

①　

月
１
日
現
在
で
板
倉
町
内
に

11
６
か
月
以
上
居
住
し
、
世
帯
全
員

が
町
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

②
次
の
世
帯
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯

○
満　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

65

世
帯

○
満　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

65

世
帯

○
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
の
い
る
世
帯

○
中
学
３
年
生
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親（
母
子
・

父
子
）世
帯
（
た
だ
し
、
対
象
と
な

る
子
の
親
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
）

○
左
記
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
の
い
る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

○
特
別
な
事
情
に
よ
り
民
生
委
員

が
特
に
必
要
と
認
め
た
世
帯

申
請
方
法　

条
件
を
満
た
し
て
お

り
、
配
分
を
希
望
す
る
か
た
は
、

「
配
分
金
受
給
申
請
書
」を
板
倉
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場
福
祉
課

ま
た
は
地
区
民
生
委
員
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
各
提

お
知
ら
せ

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

歳
末
助
け
合
い
運
動

受
付
を
始
め
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
育
園
の
一
時
保
育

申込方法利用料利用時間利用期間年齢

事前に役場
福祉課へ

申込書提出

（３歳未満）
２，５００円
（３歳以上）
２，０００円

（平日）午前８時30分
　～午後４時

（土曜）午前８時30分
　　　～午後０時30分

３日以内
（必要に応じて

延長可能）
０歳～

板倉
保育園

北
保育園

利用希望日の
前月１日～

園に電話予約

（通常利用）
３，４００円
（半日利用）
１，６００円
（延長利用）

４００円

（通常利用）
午前８時～午後５時

（半日利用）
午前８時～正午
午後１時～５時
（延長利用）

午後５時～６時

緊急保育
１か月以内

リフレッシュ保育
１か月に４日以内

６か月～そらいろ
保育園

○板倉保育園　　　大字岩田９９１　　�８２－１１４７
○北保育園　　　　大字西岡３３１　　�７７－０８８９
○そらいろ保育園　朝日野３－７－１　�８２－８８１１
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日
時　
　

月　

日　

・　

日　

12

10

(月)

11

(火)

午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

10

30

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

町
内
在
住
で
年
度
年
齢

が　

・　

・　

・　

・　

・　

・

40

45

50

55

60

65

　

歳
の
女
性

70※
年
度
年
齢
と
は
、
そ
の
年
度
末

（
平
成　

年
３
月　

日
時
点
）に
お

25

31

け
る
満
年
齢
で
す
。

検
診
方
法　

超
音
波
で
素
足
の 
踵 

か
か
と

の
骨
密
度
を
測
定
し
ま
す
。

検
診
料　

８
０
０
円
（　

歳
の
か

70

た
は
無
料
）

講
師　
 

関  
根  

せ
き 
ね

 
正 　

准
教
授
（
県
民

た
だ
し

健
康
科
学
大
学
）

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

30

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　
　

月　

日
の
「
介
護
の
日
」
に

11

11

ち
な
ん
で
、
簡
単
な
介
護
の
知
識

と
楽
々
で
き
る
介
護
の
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　
　

月　

日　

11

14

(水)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

内
容　

車
椅
子
と
福
祉
用
具
の
使

い
方
に
関
す
る
講
座
と
介
助
体
験

講
師　
 

根  
岸 

ね 
ぎ
し 

正  
英 　

氏

ま
さ 
ひ
で

募
集
人
数　
　

名
（
参
加
無
料
）

30

そ
の
他　

申
し
込
み
を
さ
れ
た
か

た
に
は
、
郵
送
で
受
診
票
を
お
送

り
し
ま
す
。
申
し
込
み
さ
れ
て
な

い
か
た
で
、
検
診
を
希
望
す
る
か

た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

う
つ
病
を
理
解
し
て
、
心
の
健

康
の
維
持
と
う
つ
予
防
の
実
践
を

学
ぶ
た
め
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　
　

月
３
日　

12

(月)

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

高
齢
者
と
う
つ
病
の
関
わ

り
方

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

子
ど
も
の
急
病
で
慌
て
な
い
た

め
の
知
識（
か
か
り
つ
け
医
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
）を
お
話
し
ま
す
。

講
師　
 

平  
岩 

ひ
ら 
い
わ 

正  
基 　

先
生
（
い
た

ま
さ 
き

く
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　
　

月　

日　
　

午
前　

時

11

14

(水)

11

場
所　

板
倉
町
児
童
館

そ
の
他　

事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

○
保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82
○
児
童
館　

�
　

－

２
２
７
０

82

電 話当 番 店曜 日日月

82- 1025㈲鈴木設備祝３

11

82- 0027㈲岩崎設備日４

82- 0001㈲しんえい設備土10

82- 0095山岸管工設備日11

82- 0261㈲小倉設備土17

77- 0057宇治川管工日18

82- 1856高田管工設備祝23

77- 0358㈲長谷川設備土24

82- 1856土橋設備日25

82- 2152㈲佐山設備土１

12

82- 0537㈲根岸工業日２

82- 1025㈲鈴木設備土８

82- 0027㈲岩崎設備日９

82- 0001㈲しんえい設備土15

82- 0095山岸管工設備日16

○水道料金納入地区　1～14区の一部、29区

○水道料金口座振替日　11月26日（月）

子
育
て
応
援
健
康
講
座

小
児
科
受
診
の
コ
ツ
！

介
護
を
楽
し
く
！

ら
く
ら
く
介
護
教
室

健
康
の
鉄
人
教
室
９

う
つ
病
予
防
教
室
開
催

東洋大学生命科学部
シンポジウム開催

　事前予約は不要、参加無料です。

お気軽にご参加ください。

日時　11月30日(金)　

午後１時～４時30分

場所　東洋大学板倉キャンパス

（１１０２教室、学生食堂）

内容　

○第一部

特別講演「馬鹿な免疫と利口な免疫」

 奥  村  
おく むら

 康 特任教授（順天堂大学医学部）
こう

講演１「脳とホルモン」

 金  子  
かね こ

 律  子 教授（東洋大学生命科学部）
りつ こ

講演２「細胞に学ぶストレス適応」

 根  建  
ね だち

 拓 教授（東洋大学生命科学部）
たく

○第二部　

パネルセッション

問合せ

東洋大学板倉事務部教学課　

�８２－９１１２

骨
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

骨
密
度
検
診
の
ご
案
内

メ
タ
ボ
も
解
消　
! ?

糖
尿
病
予
防
教
室
開
催

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

糖
尿
病
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時
・
内
容
（
全
２
回
コ
ー
ス
）

○
１
日
目　
　

月　

日　

11

15

(木)

午
後
２
時
〜
３
時　

分
30

内
容　

糖
尿
病
専
門
医
の
講
話

○
２
日
目　
　

月　

日　

11

22

(木)

午
前　

時
〜
午
後
１
時

11

内
容　

５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

バ
イ
キ
ン
グ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

健
診
結
果
で
血
糖
値

が
高
め
だ
っ
た
か
た
、
糖
尿
病

に
つ
い
て
学
び
た
い
か
た

参
加
費　

２
日
目
の
み
２
０
０
円

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82
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号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ
ー
ル
の

場
合
は
件
名
に
「
み
ん
な
で
走
ろ

う
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
１
件
４
名
以
内

と
し
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日　

必
着

11

13

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

〒
３
７
４－

０
０
２
９

館
林
市
仲
町　

番　

号

11

10

群
馬
県
東
部
県
民
局
館
林
行
政
県

税
事
務
所

�
　

－

４
４
１
５

72

�
　

－

７
８
５
８

73

�

tategyou@pref.gunma.lg.jp

　

給
与
事
務
担
当
者
向
け
の
説
明

会
で
す
。
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

①　

月　

日　

11

13

(火)

午
後
２
時
〜
４
時

館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

②　

月　

日　

11

14

(水)

午
前　

時
〜
正
午

10

午
後
２
時
〜
４
時

太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

館
林
税
務
署　

�
　

－
４
３
７
３

72

�
　

－

１
１
３
８

82
○
邑
楽
消
防
署

�
　

－

５
５
５
１

88
日
時　
　

月　

日　

11

25

(日)

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

30

50

（
館
林
市
役
所
駐
車
場
発
着
予
定
）

対
象
者　

邑
楽
郡
・
館
林
市
・
桐

生
市
・
み
ど
り
市
・
太
田
市
の
県

民（
小
学
生
以
上
）

※
小
学
生
の
み
の
参
加
は
不
可
。

募
集
人
数　
　

人
（
応
募
多
数
の

40

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料
。
昼
食
は
必
ず
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
東
洋
大

学
の
学
生
食
堂
は
お
休
み
で
す
。

見
学
先　

イ
ー
ト
ア
ン
ド
㈱
（
板

倉
工
場
）
施
設
、
概
要
説
明
（
休

日
の
た
め
、
工
場
の
機
械
は
動
い

て
い
ま
せ
ん
）・
東
洋
大
学
板
倉

キ
ャ
ン
パ
ス
陸
上
競
技
部
女
子
長

距
離
部
門
監
督
の
講
義
と
練
習
の

見
学
い
っ
し
ょ
に
グ
ラ
ン
ド
で
走

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
着
と

運
動
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）・

わ
た
ら
せ
自
然
館
及
び
渡
良
瀬
遊

水
地
の
見
学

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢（
学
年
）、
学
校
名
、
電
話
番

「
お
な
か
い
っ
ぱ
い
の
幸
せ
を

〜
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
〜
」

講
師　
 

塚  
本 

つ
か 
も
と 

哲  
夫 　

氏

て
つ 
お

（
太
陽
フ
ァ
ー
ム
）

対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

問
合
せ

○
東
洋
大
学
教
学
課

�
　

－

９
１
３
８

82
○
企
画
調
整
係

�
内
線
１
４
２

　

平
成　

年
度
第
１
回
普
通
救
命

24

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月　

日　

12

16

(日)

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所   
板
倉
消
防
署
・
邑
楽
消
防
署

服
装　

動
き
や
す
い
服
装

対
象
者　

板
倉
町
・
館
林
市
・
明

和
町
・
千
代
田
町
・
邑
楽
町
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
中
学

生
以
上
の
か
た

定
員　

各
署
先
着　

名
25

内
容　

心
肺 
蘇 
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

そ

取
り
扱
い
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
間　

　

月　

日　

〜　

月
７
日　

11

15

(木)

12

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

○
板
倉
消
防
署

日
時　
　

月　

日　

11

21

(水)

午
後
６
時
〜
７
時　

分
30

場
所　

東
部
公
民
館　

講
堂

内
容　
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

に
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
」

講
師　
 

白  
井 

し
ら 
い 

勝  
二 　

氏
（�
渡
良

か
つ 
じ

瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振

興
財
団　

専
務
理
事
）

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。
参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

主
催　

水
場
の
風
景
を
守
る
会

共
催　

板
倉
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
３

日
時　
　

月　

日　
　

11

19

(月)

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

30

30

場
所   
イ
ー
ト
ア
ン
ド�
関
東
工
場

内
容　

工
場
見
学
と
講
演

　

プ
ロ
の
手
ほ
ど
き
で
、
え
び

の
チ
リ
ソ
ー
ス
・
あ
ん
か
け
焼

き
そ
ば
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
庭
で
も
手
軽
に
で
き
、
簡

単
ア
レ
ン
ジ
で
親
し
い
友
達
と

の
集
ま
り
に
も
最
適
で
す
。
中

華
料
理
に
興
味
の
あ
る
か
た
は

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月
８
日　

12

(土)

午
前
９
時　

分
30

場
所　

中
央
公
民
館

講
師　
 

中  
澤 

な
か 
ざ
わ 

芳  
久 　

氏

よ
し 
ひ
さ

内
容　

中
華
料
理
（
え
び
の
チ
リ

ソ
ー
ス
・
あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば
）

定
員　
　

名
（
先
着
）

25

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費　

１，
０
０
０
円

申
込
期
限　
　

月　

日　

11

15

(木)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

申
込
先
・
問
合
せ

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
２

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

国
際
料
理
教
室

参
加
者
募
集

科
学
を
も
っ
と
身
近
に

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

平
成　

年
分

24

年
末
調
整
説
明
会

こ
の
手
で
救
え
る
命

普
通
救
命
講
習
会
開
催

み
ん
な
で
走
ろ
う
！

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

渡
良
瀬
遊
水
地
を
学
ぶ

「
特
別
講
座
」開
講
し
ま
す

(17) 広報いたくら　Ｈ24．11．１

期
日　
　

月　

日　

11

18

(日)

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

※
よ
り
多
く
の
か
た
の
相
談
を
受

け
る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

内
容　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談

が
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、
精

神
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
が

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不

安
・
悩
み
な
ど
の
相
談
の
あ
る
か

た
（
本
人
・
家
族
）

相
談
専
用
電
話

�
０
２
７－

２
９
０－

２
９
２
０

費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
電
話
代

は
か
か
り
ま
す
）

問
合
せ　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉

協
会
事
務
局（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

�
０
２
７－

２
６
３－

１
１
６
６

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
会

場
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▼
青
色
申
告
者

日
時
・
場
所

○
営
業
所
得
関
係

　

月
５
日　
　

太
田
商
工
会
議
所

12

(水)

　

月
７
日　
　

館
林
税
務
署

12

(金)

午
前　

時
〜
正
午

10

○
不
動
産
所
得
関
係

　

月
５
日　
　

太
田
商
工
会
議
所

12

(水)

　

月
７
日　
　

館
林
税
務
署

12

(金)

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

○
農
業
所
得
関
係

　

月
６
日　
　

太
田
市
農
協
本
所

12

(木)

　

月　

日　
   

邑
楽
館
林
農
協
本
所

12

11

(火)

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

▼
白
色
申
告
者

日
時

○
営
業
・
不
動
産
所
得
関
係

　

月　

日　
　

12

12

(水)

午
前　

時
〜
正
午

10

○
農
業
所
得
関
係

　

月　

日　
　

12

12

(水)

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

場
所　

館
林
税
務
署

問
合
せ　

館
林
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門

�
　

－

９
５
０
７

72

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、　

月
を
計
量
強

１１

調
月
間
と
定
め
、
計
量
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
と
理
解
を
広
め
る

と
と
も
に
、
事
業
所
に
お
け
る
計

量
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図
る
た

め
に
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

計
量
検
定
所
で
は
、
ご
家
庭
の

体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な
ど
の

精
度
確
認
を
行
う
な
ど
、
計
量
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
曜
日

（
※
祝
日
は
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

相
談
先
・
問
合
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所
（
前
橋
市
下

大
島
町　

－

　

）

81

13

�
０
２
７－

２
６
３－

２
４
３
６

�
０
２
７－

２
６
３－

３
１
４
２

「群馬銀行環境財団賞」
募集のお知らせ

募集テーマ
①自然環境や生態系を守るための身
近な実践活動
②低炭素・循環型社会づくりに向け
た身近な実践活動
応募資格　群馬県内の営利を目的と
する事業活動を行わない法人・団体

（学校を除く）ならびに個人
表彰内容　助成金総額70万円（７先）
応募方法　「応募用紙」に活動記録な
どを添付し送付。応募用紙は、ホー
ムページからダウンロード、または
電話にてご請求ください。
応募締切　12月７日（金）
応募先・問合せ

（公財）群馬銀行環境財団
〒３７１－０８４６
前橋市元総社町１７１－１
�０２７－２５５－６１６０

所
得
税
の
決
算
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

税について
考えよう

　11月11日（日）～17日（土）は、「税 を

考える週間」です。

　平成24年度は、「税の役割と税務

署の仕事」をテーマとして、税の役

割、適正・公平な課税と徴収の実現

に向けた国税庁、国税局及び税務署

の取組や国税庁のＩＣＴ化・国際化

に対する施策について紹介します。

　また、｢ｅ－Ｔａｘの利用促進」に

向けた情報を提供します。

ＩＣＴ化を通じた納税環境の整備

　ｅ－Ｔａｘや確定申告書など作成

コーナーの改善のほか、国税庁ホー

ムページで納税者が適正に申告・納

税が行えるよう納税の意義や税法の

知識、手続などについてさまざまな

情報提供を行っています。

国税庁への要望をお寄せください

　国税庁ホームページの「税の役割

と税務署の仕事」紹介コンテンツに、

広く国民の皆様から「国税庁に対す

る要望」などをお聴きするためのア

ンケート窓口を開設します。

問合せ　国税庁（ｅ-Ｔａｘ操作につ

いて）

�０５７０－０１５９０１

 ht t p: / / www. e- t ax. nt a. go. j p

　

病
院
の
耐
震
化
に
伴
い
、
外

来
診
療
の
一
部
を
現
在
建
設
中

の
仮
設
外
来
棟
で
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

対
象
の
外
来
は
内
科
、
循
環

器
科
、
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管

外
科
、
麻
酔
科
、
整
形
外
科
、
小

児
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻

咽
喉
科
、
化
学
療
法
で
す
。
ほ

か
の
診
療
科
は
従
来
通
り
で
す
。

　

仮
設
棟
で
の
診
療
開
始
は
、

　

月　

日　

で
す
。
外
来
場
所

11

26

(月)

の
変
更
に
よ
り
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点

は
、
お
気
軽
に
近
く
の
職
員
へ

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
病
院

建
設
室

�
　

－

３
１
４
０

72
館
林
厚
生
病
院

外
来
場
所
変
わ
り
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　

月
は
計
量
強
化
月
間

11正
し
い
知
識
と
理
解
を
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月
１
日　

〜　

月　

日　

は

10

(月)

11

30

(金)

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動

期
間
で
す
。
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、、

大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、
違
法
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
乱
用
は
個
人
の
健
康
問

題
の
ほ
か
、
周
り
に
も
計
り
知
れ

な
い
危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

「
合
法
ハ
ー
ブ
」
な
ど
と
し
て
流

通
し
て
い
る
「
違
法
ド
ラ
ッ
グ
」

は
、
合
法
で
あ
っ
て
も
麻
薬
な
ど

と
同
じ
で
健
康
被
害
を
生
じ
さ
せ

る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
大

変
危
険
で
す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
を
根
絶
し
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

群
馬
県
薬
務
課

�
０
２
７－

２
２
６－

２
６
６
５

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申

請
す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
免
除
を
受
け
る
場
合
、
申
請
が

必
要
で
す
。

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園、運動場など、各施設の放射線量を
週に一度計測しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○総務学校係　�内線６１３
運動場・グラウンドに関して
○海洋センター　�８２－０８５８
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0660. 0570. 0640. 0590. 0730. 060校庭板倉中学校

0. 0680. 0500. 0720. 0540. 0770. 057校庭東小学校

0. 0700. 0590. 0720. 0660. 0700. 066校庭南小学校

0. 0820. 0660. 0840. 0710. 0870. 073校庭北小学校

0. 0570. 0530. 0660. 0570. 0640. 056校庭西小学校

0. 0690. 0660. 0750. 0660. 0720. 065中央渡良瀬運動場

0. 0990. 0930. 1030. 0950. 1070. 098中央渡良瀬サッカーグラウンド

0. 0640. 0510. 0700. 0540. 0710. 061園庭北保育園

0. 0540. 0480. 0550. 0470. 0580. 051園庭板倉保育園

0. 0580. 0520. 0600. 0580. 0630. 050館庭児童館

0. 0640. 0560. 0600. 0530. 0790. 051園庭そらいろ保育園

0. 0690. 0660. 0700. 0670. 0850. 074園庭ひまわり幼稚園

0. 0610. 0550. 0660. 0550. 0730. 058園庭まきば幼稚園

※９月18日～10月12日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

免
除
後
の
国
民
年
金
保
険
料

４
分
の
３
免
除　
  

３，
７
５
０
円

半
額
免
除　
　
　
  

７，
４
９
０
円

４
分
の
１
免
除   
１
１，
２
４
０
円

　

な
お
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は

納
期
限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保

険
料
は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て
い

な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の

納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所

�
　

－

３
７
１
６

49

　

群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
平
成　
24

年　

月　

日
よ
り
時
間
額
６
９
０

10

10

円
か
ら
６
９
６
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
群

馬
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

特
定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
最
低
賃
金
よ
り
時
間
額
が

高
い
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

�
０
２
７－

２
１
０－

５
０
０
５

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や

ご
家
族
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担

な
ど
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
各
種
制
度
の
案
内
や
捜
査
状
況

の
連
絡
な
ど
の
情
報
提
供

○
相
談
の
受
理（
女
性
職
員
対
応
可
）

○
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ

○
付
き
添
い
な
ど
の
支
援
や
関
係

機
関
の
紹
介

○
被
害
者
用
事
情
聴
取
室
な
ど
の

整
備

○
殺
人
や
性
犯
罪
な
ど
の
被
害
に

伴
う
被
害
者
の
初
診
料
、
検
査

料
、
診
断
書
料
、
遺
体
搬
送
費
用
、

転
居
費
用
な
ど
の
補
助

○
同
一
加
害
者
か
ら
生
命
・
身
体

な
ど
の
被
害
を
受
け
な
い
た
め
の

安
全
確
保
措
置

問
合
せ

○
群
馬
県
警
察
本
部
広
報
広
聴
課

犯
罪
被
害
者
支
援
室

�
０
２
７－

２
４
３－

０
１
１
０

（
内
線
２
１
５
１
〜
２
１
５
５
）

○
館
林
警
察
署
警
務
課

�
　

－

０
１
１
０

75

（
内
線
２
１
０
〜
２
１
１
）

一
部
免
除
の
保
険
料

納
付
を
忘
れ
ず
に

警
察
に
よ
る
犯
罪
被
害
者

支
援
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

群
馬
県
最
低
賃
金

麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
期
間

(19) 広報いたくら　Ｈ24．11．１

定　例　相　談

年累計   286件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（９月16日～10月15日）
２件(   20件)�侵入窃盗
１件(   ８件)�車上ねらい
０件(   ６件)�自動販売機ねらい
２件(   24件)�乗物盗難
10件(   56件)�その他の事件
３件(   34件)�人身事故
14件(  138件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

固
定
資
産
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
５
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
５
期
）

納
期
限　
　

月　

日　

11

30

(金)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
・
２
２
２

●行政相談　午前10時～正午

　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１

●法律相談　午後１時～３時　※要予約

　問合せ　戸籍年金係　�内線２３１

●農地相談　午後１時30分～４時

　問合せ　農業委員会　�内線４１５

●教育相談　午後２時～４時

　問合せ　教育研究所（中央公民館内）

　　　　　　　　　　　�８２－０８３４

●福祉センター相談情報

　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午

　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）

　　午前９時～午後５時

　問合せ　福祉センター

●保健センター相談・教室情報

　◆ことばとからだの発達相談(作業療法士)

　　午後１時～５時　※要予約

　◆健康相談　午前10時～11時30分

　問合せ　保健センター

●館林保健福祉事務所相談情報

　◆子育てこころの相談

　　午前９時～正午　※要予約

　◆精神保健福祉相談

　　午後１時30分～３時　※要予約

    ◆ふれあい相談会

　　午後１時15分～３時30分　※要予約

　問合せ　館林保健福祉事務所

　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０

●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）

　午前８時30分～午後５時

　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５

　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１

　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４

　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

入
札
結
果

寄
附
採
納

◎　

月　

日
執
行

10

10

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成　

年
度
大
曲
地
区（
町
道
２

24

－

　

号
線
他
）配
水
管
布
設
替
工
事

24
工
事
場
所　

大
字
大
曲
地
内

設
計
価
格　

　
　
　

１
３，
４
７
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

　
　
　

１
１，
６
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

　
　
　

１
１，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

▼
平
成　

年
度
岩
田
地
区（
町
道
１

24

３
２
８
号
線
）配
水
管
布
設
替
工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格　

　
　
　

１
０，
７
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
９，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
９，
２
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
岩
崎
設
備

【
産
業
振
興
課
】

▼
平
成　

年
度
農
業
体
質
強
化
基

24

盤
整
備
促
進
事
業　

板
倉
北
部
地

区
測
量
調
査
設
計
業
務

業
務
場
所　

大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格   
５，
８
６
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
４，
３
９
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
４，
３
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

プ
ロ
フ
ァ
設
計�

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
町
道
７
０
９
７
号

24

線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
西
岡
地
内

設
計
価
格   
７，
４
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
６，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
６，
５
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

▼
平
成　

年
度
高
鳥
農
村
公
園
改

24

修
工
事

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格   
３，
６
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
３，
３
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
３，
２
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
坂
田
建
設

▼
平
成　

年
度
町
道
２－

　

号
線

24

25

舗
装
修
繕
工
事

工
事
場
所　

大
字
除
川
地
内

設
計
価
格   
４，
１
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格   
３，
８
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額   
３，
７
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

▼
西
小
学
校
児
童
用
図
書
と
し
て

金
５
０
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。　○土井レディスクリニックは婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

－
川島脳神経外科医院
７５－５５１１

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

益田小児科医院※
６２－５５３５

落合医院
７２－３１６０

11月３日
（祝）

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

新橋病院
７５－３０１１

三浦医院
６２－２９１７

星野こどもクリニック※
７０－７２００

館林記念病院
７２－３１５５

11月４日
（日）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

みづほクリニック
２０－１１２２

堀越医院
７３－４１５１

横田胃腸科内科
７２－４９７０

11月11日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

澤田皮膚外科
７０－７７０３

湯沢医院
６２－２２０９

ミツワ診療所
７０－３０３０

橋田内科クリニック
７２－０００１

11月18日
（日）

－
最上胃腸科外科
７４－３７６３

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

阿部医院
６２－５４２８

森下内科医院
７３－７７７６

11月23日
（祝）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

かさはら内科医院
５５－２５３７

横田医院
７２－０２５５

土井レディスクリニック
７２－８８４１

11月25日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

館林医院
７４－２１１２

加藤医院
８９－１０３１

おぎわら小児科
６１－１１３３

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

12月２日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
８８－５６７８

うえの医院
７２－３３３０

後藤内科医院
７２－０１３４

12月９日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時



( 20)

人　口　　 １５，８２９人（－６）
　　男　　　 ７，８８１人（－３）
　　女　　 　７，９４８人（－３）
世帯数　　 　５，３１１戸（＋１）
              （　）内は前月比

　　　　  平成24年10月１日現在

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
３   文化の日２１

◆県民交通安全日

10９８７　窓口延長６５４

●教育相談(中公)
●健康相談(保)

●教育相談(中公)
◆１歳児健診(保)
◆おたのしみ広場(児)

●精神保健福祉相談
　　　　　　 （館保）
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)       

◆コアラ学級(保)
●農地相談(町)

◆第13回板倉町野球連
　合会杯争奪野球大会
　（１日目）
　（渡良瀬グラウンド）

17161514   窓口延長131211

◆県民防犯の日●教育相談(中公)
◆自転車マナーアップ
　デー
◆糖尿病講演会(保)

●教育相談(中公)
●ふれあい相談会
　　　　　  （館保）
◆らくらく介護教室
　　　　　(中公)

●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)
●健康相談(福)
◆２歳児親子歯科健診
　　　　　　　　(保)

◆おはなし会(児)

◆第39回板倉町秋季家庭
　婦人バレーボール大会
　（海洋センター）
◆第13回板倉町野球連
　合会杯争奪野球大会
　（２日目）
　（渡良瀬グラウンド）
◆ソフトテニスまつり
(東洋大学テニスコート)

2423 勤労感謝の日2221   窓口延長201918
◆チャレンジ広場(児)

●ことばとからだの
　発達相談(保）
◆おたのしみ広場(児)

●精神保健福祉相談
　　　　　　 （館保）
●子育てこころの相談  
                     (館保)

12／１302928   窓口延長272625
◆第10回板倉町少年
　野球新人大会
　（１日目）
　（渡良瀬グラウンド）
◆県民交通安全日
◆冬の県民交通安全
　運動～10日

●教育相談(中公)
◆町税・保険料納期限●教育相談(中公)

◆離乳食教室(保)

●教育相談(中公)
◆３歳児健診(保)　

●心配ごと相談(福)
◆離乳食教室(保)

◆水道料金口座振替日
　(14区の一部～29区)
◆おはなし会(児)

◆第18回板倉町バスケット
　ボール交流大会
　（板倉高校体育館）
◆高齢者交通安全日
◆季楽里特売日
◆秋の健康ウオーク
　(季楽里出発・到着）

【定休日及び休館日のお知らせ】
 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日
 ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

４３２

●健康相談(福)●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)
◆うつ病予防教室（福）

◆第10回板倉町少年
　野球新人大会
　（２日目）
　（大蔵公園グラウンド）

受入日受入日

受入日受入日

受入日受入日

今月の表紙
　９月30日(日)にリニューアルオープンした健
康の郷「季楽里」。この日は開店前から多くのお
客様が訪れ、玄関の前に開店を待つ行列ができ
ました。店内には地元産の新鮮な食材が実物の
揚舟を使った商品棚に陳列されました。


	1.pdf
	2-3.pdf
	4-5.pdf
	6-7.pdf
	8-9.pdf
	10-11.pdf
	12-13.pdf
	14-15.pdf
	16-17.pdf
	18-19.pdf
	20.pdf

